


90's Anniversary 161               

会員手記

敷かれたレールの上に乗っかるだけでは、本当の楽しみ
は決して得られません。自ら企て、工夫、努力を重ねる
中で、周りの仲間とコミュニケートしていく姿勢が大切
なんだと思います。そのベースになるのがヨットクラブ
なのではないかと思います。BYC 創設の趣意書にある、

「社交とスポーツを併せ持つ倶楽部」という記述は、ま
さにそういうことなんだと思います。

一昨年、ＥＺの事がきっかけで、オーストリアのヨッ
トクラブとの強いつながりが出来ました。彼らは、同じ
志を持ったはるか遠方からの仲間として、大いに歓待し
てくれました。言葉は通じなくとも、単に観光で訪れる
こととは段違いの感動を得る旅ではなかったかと思いま
す。日本の最古級ヨットクラブということだけでは全く
自慢になりません。設立当初から、趣意書に記述されて
いるように、ヨットという国際コミュニティを通じて、
日本人の生活の質高揚、国際化を図るんだという明確な
目的指針を示して、活動されてきた、その尊敬すべき大
先輩達の存在が本当に自慢できることと思います。その
偉大な先人のお陰なんだと深く感謝する次第です。今も、
その創設当時と何ら変わらないスピリッツであるべきな
のでしょう。時代と技術は違っても、スピリッツは全く
同じなのです。

最近周囲のメンバーにも、日本周航や海外クルーズな
ど、自らの「夢」を果たすべく人生をエンジョイされて
いる方がおられます。その姿を羨ましいと思う様になっ
てきました。定年を待ち遠しく思うこの頃です。

1985 年　505 級世界選手権・江の島

1983 年　Laser Pacific 選手権・オーストラリア

2010 年　オーストリアクラシックセールウィーク

1989 年　Laser Frostbite Race・米国コネチカット州

2005 年　瀬戸内海クルージング
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大学一回生の 4 月、教室で隣に座った学生から「ヨッ
トに乗って見いひんか？」と誘われた。

三井寺下の琵琶湖で、近大ＯＢ（相坂、井上、浜田、村山、
各氏）がヨット教室を開催していた。微風ですべるよう
に走る感覚、艇から見る景色は、私をそれからの長いヨッ
ト人生に誘った。

すぐに同級生 4 人で同好会を結成、古いスナイプを手
に入れ、琵琶湖ロッジで練習を開始、それだけでは飽き
足らず一人で中古のシーホッパーで琵琶湖セーリングセ
ンターに籍を置いた。

センターの仲間４名でニューオセアン２３（艇名　酒
処）を買い名鉄マリーナで乗り始めた。縁あって４名と
も同マリーナのカリーニョ（ヤマハ３３）のクルーにな
る。後にカリーニョは西宮に移り6～７年パールレース、
ＮＯＲＣのレースに出場し、海を満喫した。

私とヨットと BYC

本田　和也

家業に就くとともに、時間的余裕が無くなりクルー
ザーから足が遠のき、自然とディンギィーに戻る。

１９９３年、吉本、青木氏のお誘いで琵琶湖ヨット倶
楽部に入会、以後　レーザーとユングフラウ（サントピ
ア）を続けている。

私は人の出会いで世界を広め、自然と交わり、今もヨッ
トと人生を楽しんでいる。

これからもＢＹＣとともに琵琶湖を大切に行きたいと
思っている。
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BYC CUP

2011 比叡レガッタ
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ＢＹＣでの思い出

勝馬　登

初めてＢＹＣを訪れたのは、今から約３０年前の３３
歳の頃でした。当時、私は毎週日曜日、柳が崎でレー
ザーに乗っていました。その頃クルーザーレースに誘わ
れたのが、当時フロッグⅤに乗っておられたＢＹＣの真
田様です。隣の町内ということもあり、クルーザーの走
らせ方、レースでの勝ち方を１から教えて頂き、須磨で
クルーザーに乗っていた時とは比べものにならないくら
い、レースに勝つことの楽しみと喜びを教えて頂きまし
た。当時フロッグⅤは、柳が崎のＢＹＣから出艇し、当
時の N ＯＲＣレースに、ほぼ１００％出場していました。
私が、ＢＹＣの艇庫に出入りしたのも、その頃からです。

私には３人の子供がおりますが ( 今では孫もおります
が )、小学３年生の頃から、なんと３人ともＯＰに乗り
始めたのです。それ以来、約１５年間、毎週柳が崎通い
のＯＰ生活が始まりました。ＢＹＣには琵琶湖ジュニア
の先輩方も多くおられ、ずいぶんＯＰを教えて頂きまし
た。

やがて、子供たちも高校生になりレーザーに乗り始め、
今度はＢＹＣの青木・秋山様を始め川建・森・本田様他「柳
が崎フリート」の若きレーザー乗りの方々にレーザーを
教えて頂き、またまたＢＹＣのお世話になりました。ケー
プタウンで開催されたＩＳＡＦユースワールドで、レー
ス中ペンギンに追いかけられ、メインシートの端をくわ
えられたり、国体で３回も優勝させて頂き、姉妹で皇后
杯を頂いたり、素晴らしい思い出を、たくさん作って下
さったのも、ＢＹＣの若きレーザー乗りの方々のお蔭で
す。この場をお借りし、改めて御礼を申し上げます。ちょ
うどその頃に、私もＢＹＣに入会させて頂きました。

思い返せば、私がＢＹＣにお世話になり、今年でかれ
これ３３年になります。ヨットはシングルハンドに始ま
りシングルハンドに終わると言われますが、まさに私も
シングルハンドに始まり、今は毎週琵琶湖の北湖で、ク
ルーザーのシングルハンドの練習をしています。

人には、色々なヨットライフが有ります、自分が乗っ
て楽しむヨットライフ、子供達にヨットの楽しさを教え、
将来のオリンピック選手を育てるヨットライフ、そして

また自分で楽しむヨットライフ、どれも皆素晴らしい
ヨットライフだと思います。大切なのは、ヨットマンは
ヨットに乗る事だと思います。

最後になりますが、創立９０周年を迎え、心からお祝
いを申し上げると共に、伝統あるＢＹＣヨットクラブが、
いつまでも発展していくことを願い、私のお祝いの文章
に代えさせて頂きます。
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拝啓、クラブメンバーの皆様、琵琶湖ヨット倶楽部創
立９０周年、おめでとうございます。

自分が入会した年がいつ頃だったのか、はっきりとは
覚えていないのですが、確か和歌山でレーザーワールド
が開催された年の前後であったと記憶しています。レー
ザー柳ヶ崎フリートで、毎週のようにフリートレースや
スタート練習をしていた頃が最近では、すごく懐かしい
です。

同じハーバーで、活動していた琵琶湖ヨット倶楽部に
も当時は大変お世話になりました。その頃入会のお誘い
を頂いたことがきっかけで、クラブ員として今日まで自
分のヨットライフのお世話になっています。

思い出としましては、レーザー級のメジャーレースを
何度か主催し、メンバーが一致協力してレースシーンを
盛り立て、地方からの参加選手にもレース内容について

創立 90 周年おめでとうございます

松浦　孝年

絶賛を頂いた事などが印象に残っています。
選手として活躍できる程の実力があればいいのです

が、ヨットレースの運営も結構たのしいヨットライフの
思い出です。

日本のヨットシーンにおいて、９０年という年輪を積
み重ねた歴史は偉大なものだと、改めて感嘆しています。

今後も倶楽部が、より一層有意義で楽しい空間である
ことと、クラブメンバー皆様の健康を願い、９０周年記
念の原稿とさせて頂きます。

敬具

BYC CUP にて

高知でサーフィン
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私とヨットと BYC

川建　治

私が初めてティラーを握ったのは、確か小学高学年の
夏休み、地元福岡の小戸ヨットハーバーで開かれた少年
ヨット教室だったと記憶しています。その後、高校卒業
まではヨットとはほぼ無縁でしたが、地元の大学でヨッ
ト部に入部し、以来約 30 年間ヨットに乗り続けてきま
した。

私が初めて琵琶湖でヨットに乗ったのは、大学 2 年の
夏、柳ヶ崎ヨットハーバーで開催された学生のレースで
した。これが湖なのかと思うほどに広い海面 ( 湖面 ) が
広がっていたことは今でも克明に脳裏に焼き付いていま
す。その時は、自分のヨット人生の大半を柳ヶ崎で過ご
すことになるとは夢にも思わず、浜大津から京阪電車に
乗って京都に行き、先斗町でお好み焼きを食して、夜行
バスで福岡に帰りました。

ヨット部は 4 年で引退したものの、その後さらに 3
年間続けた学生時代も、大学の後輩たちと共にスナイプ
でのレース活動に明け暮れました。しかし、いつまでも
遊び続けるわけにもいかず、年貢を納めた先が関西でし
た。

1992 年 4 月、就職直後の私は、阪急宝塚線沿線にあ
る会社の寮で、「これからはレーザーに乗ろう」と決心
し、早速レーザーフリート探しを始めました。当時はイ
ンターネットもなく、知人からの情報を頼りに、いくつ
かのレーザーフリートを訪ねました。最後に訪ねたのが
レーザー柳ヶ崎フリートでした。

当時体育会出身の生意気な若造にとって魅力的かつ
衝撃的だったのは、社会人クラブを中心とするヨット文
化です。セーリングを楽しむ人、レース志向の人、お酒
を片手に琵琶湖に浮かぶヨットを眺めて楽しむ人など、
ヨットへの取り組み方は様々ですが、皆さんヨットと
ヨット仲間を心から愛している人たちばかりでした。そ
して、その中心にいたのが BYC でした。

柳ヶ崎での活動を即断した私は、早速レーザーを購入
しました。当初私は、BYC には入会せずレーザーフリー
トだけに籍をおいて活動していました。もちろん、その
間も BYC のメンバーには大変お世話になっていました。
その後、1997 年にレーザーフリートのメンバーと共に
BYC に入会させていただき、それ以来今日に至るまで、
多くの素晴らしいヨット乗りたちとの出会いによって、
本当に楽しいヨットライフを過ごしてきました。

大袈裟かもしれませんが、私が BYC でレーザーに乗
ることになったのは、今思えば運命だったような気がし
ます。私の母校のヨット部は、日本最古の大学のヨット
部で、創部時には BYC に多大なる支援をいただいていま
す。そして、そのヨット部時代の記憶があればこそ尋ね
た柳ヶ崎であり、尋ねたあの日でなければ、BYC のメン
バーと出会うことができなかったかもしれず、そうする
と、私は早い段階で、ヨットを中退していたかもしれま
せん。

あと何千回琵琶湖でヨットに乗るのか、そしてあとど
れだけの素敵なヨット乗りと出会うのか、定かではあり
ませんが、BYC のおかげで、これからも私のヨット人生
は順風満帆だと確信できます。日本ヨット界の黎明期か
ら今日まで、最古の倶楽部チームとして日本ヨット界を
支え続けてきた BYC に感謝するとともに、その倶楽部の
一員であることを誇りに、これからも琵琶湖とヨットを
楽しみたいと思います。

皆さん琵琶湖でお会いしましょう！




